
 
令和７年度  学 校 経 営 計 画 に 対 す る 最 終 評 価 報 告 書 

 

石川県立大聖寺実業高等学校 

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析(成果と課題)及び次年度の扱い(改善策等) 

１ 基本的生活習慣の確

立を基盤とし、生徒が

資格取得等に挑戦する

ことで自己肯定感を促

進させ、自立した学習

習慣の確立を図る。 

①  本校の授業心得を周

知し、授業規律の徹底を

図るため、校内外の挨拶

を積極的に励行する。ま

た朝礼や授業開始時に

ロッカーの上や机の周

りを点検し、乱れがあれ

ば片付けさせる。 

毎日、自ら積極的に挨拶することを心がけ、実行し

ている生徒および教員の割合が 

 

Ａ ９５％以上 

Ｂ ８５％以上 

Ｃ ７５％以上 

Ｄ ７５％未満 

 

【生徒】【教員】 

評価 Ａ   Ａ 

 

後期  98％  100％ 

 

前期  98％   100％ 

集計結果では、生徒の98％、教員の100％が、自ら挨拶することに取り

組めたと答えている。その内の生徒57％、教員84％が「している」と回答

している。今後も、産業人にとって必要な資質の一つとして、学校におけ

る教育活動全体を通して挨拶の励行を指導していきたい。 

私たちの教室は整理整頓されており、学習に相応し

い環境であると感じる生徒および教員の割合が 

 

Ａ ９５％以上 

Ｂ ８５％以上 

Ｃ ７５％以上 

Ｄ ７５％未満 

 

【生徒】【教員】 

評価 Ｃ   Ｄ 

 

後期  80％   69％ 

 

前期  78％   82％ 

生徒の集計結果では、80％が学習に相応しい環境であると答えている。

しかし、その内、「良好である」と回答しているのは33％に過ぎない。快

適な学習環境とするため、学習に不要な物を学校に持ち込まないことや教

室の私物の整理整頓だけでなく、体育用具や部活動用具の管理を徹底して

行うよう指導していきたい。 

②  スキルアップタイムを

活用した学習を通して、

将来の産業人として必要

な基礎学力の定着を図

る。 

文章を読む力、内容を理解する力、考えを表現する力

が向上したと感じる生徒の割合が 

 

Ａ ９５％以上 

Ｂ ８５％以上 

Ｃ ８０％以上 

Ｄ ８０％未満 

 

評価  Ｂ 

 

後期   94％ 

 

前期   93％ 

 肯定的な意見の割合は 94％でＢ評価であったが、「実感している」と

答えた生徒は 32％に過ぎず、十分な成果が得られたと言い難い。生徒が

主体的に学習し、基礎学力が向上したと実感できるように、さらなる指

導方法の工夫と改善に取り組んでいきたい。 

③  集会やＷｅｂ等による

定期的な指導を通して、

規範意識の高揚と校則の

遵守を身につけさせる。 

昨年度と比べ、指導件数が 

 

Ａ ２０％以上減少 

Ｂ １０％以上減少 

Ｃ １０％未満減少 

Ｄ 増加した 

 

評価  Ｄ 

 

120.5％の増加 

今年度 86件 

昨年度 39件 

 

 昨年度の39件から86件と大幅に増加したが、校内での携帯電話使用によ

る指導件数が53件と大部分を占めている。指導内容は軽微なものがほとん

どであるが、繰り返し指導を受ける生徒は若干いる。大部分の生徒は落ち

着いた学校生活を送っている。校内ルールやマナーをきちんと守らせるた

めに、今後も家庭と連携するとともに、校内での情報共有を密にし、指導

を受ける生徒の減少に努めていきたい。 

関係者評価委員会の評価  なぜ身の回りを整理整頓する必要があるのか、また、なぜ校内でのルールがあるのかなど、生徒にしっかりと考えさせる指導が重要であると思う。 

学校関係者評価委員会の評価結

果を踏まえた今後の改善方策 
 相応しい学習環境ための整理整頓、規範意識の高揚のための校内ルール遵守など、生徒に意義をしっかりと考えさせたうえでの指導を行っていきたい。 

 



重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析(成果と課題)及び次年度の扱い(改善策等) 

２ Society5.0時代に

役立つAI･IoT教育や

１人１台端末を効果

的に活用した指導方

法の工夫・改善によ

り、生徒の個別最適な

学びと主体的・対話的

で深い学びを実践し、

確かな学力を身に付

けた地域に期待され

る人材を育成する。 

①  学習意欲を喚起する

授業の工夫と一人ひと

りが主体的に取り組む

学習指導を推進する。 

1人1台端末の活用や探究活動を取り入れて、個に応

じた学習が進められるよう授業の工夫を行ってい

る教員の割合が 

 

Ａ ８５％以上 

Ｂ ７５％以上 

Ｃ ７０％以上 

Ｄ ７０％未満 

 

 

評価  Ｄ 

 

後期  63％ 

 

前期  61％ 

肯定的な意見の割合は教員 63％でＤ評価で、まだまだの状況である。

しかし、「している」と回答とした教員は 22％となり、少しずつＩＣＴ機

器の活用など、授業改善に積極的に取り組む教員の割合は増加傾向にあ

る。互見授業や研修などを利用して、各教科でのＩＣＴ機器の効果的な利

活用について、使いやすいアプリケーションについて研究するなど、さら

なる工夫改善に努めていきたい。 

授業改善に生かす目的を持って、互見授業に参加した

回数が 

 

 Ａ ６回以上 

Ｂ ５回以上 

Ｃ ４回以上 

Ｄ ４回未満 

 

評価   Ｃ 

 

1人平均が4.9回 

一昨年度から、前・後期に授業公開期間を設定して、５回以上の参観目

標を立てて行っているが、達成することはできなかった。次年度は、単に

参観回数を増やすだけでなく、ＩＣＴの効果的利活用を通して生徒の主体

的な学習活動の充実を目的として実施する。さらに、授業後の意見交換の

機会を設け、教員の授業改善に繋げていきたい。 

②  質問に対して、根拠や

理由を示して答えさせる

ことで深い学びにつなげ

る。 

学習内容について、考える力がついたと感じる生徒お

よび教員の割合が 

 

Ａ ９０％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７０％以上 

Ｄ ７０％未満 

 

【生徒】【教員】 

評価 Ａ   Ｃ 

 

後期  98％  78％ 

 

前期  97％   88％ 

集計結果では、生徒の98％が考える力がついたと答えているが、教員で

は78％と乖離がある。特に、教員で「実感している」と回答した割合は6％

と非常に低い。授業において、生徒自身が考え、根拠や理由を文章で表現

する場面などを多く取り入れるようにする。さらなる授業改善に積極的に

取り組んでいきたい。 

③  生徒の将来に役立つよ

う資格取得指導に積極的

に取り組む。 

３年次にジュニアマイスター顕彰制度30点以上、全商

１級合格５種目以上の生徒が合わせて 

 

Ａ １０人以上 

Ｂ  ８人以上 

Ｃ  ６人以上 

Ｄ  ６人未満 

 

評価   Ｂ 

 

９人 

今年度、ジュニアマイスター顕彰制度30点以上は７名、全商１級合格５

種目以上は２名で合計９名となりＢ評価であった。資格取得に向けてチャ

レンジし、取得していくことが生徒の自信となると思われる。そのため、

次年度からも、生徒の実情をとらえながら定期的な補習や個に応じた学習

課題の設定など、資格取得の指導に一層力を入れていきたい。 

関係者評価委員会の評価 
ＩＣＴの利活用については、使うことで教育的効果が十分に得られる場面で活用して欲しい。また、生徒の自己肯定感を少しでも高めるために、良い点を伸ばす指導を 

お願いしたい。 

学校関係者評価委員会の評価結

果を踏まえた今後の改善方策 
教育的効果が最大限に得られる学習指導、生徒の自信につながる資格取得に向けた指導など、生徒の自己肯定感を高められる指導体制をさらに進めていきたい。 

 

 

 



重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 集計結果％ 分析(成果と課題)及び次年度の扱い(改善策等) 

３ 学校の教育活動に加

え、外部と積極的につ

ながることで、多様な

見方・考え方を取り込

み、生徒の将来の産業

人として求められる人

間力を磨き、他を思い

やる心豊かな人間性を

涵養する。 

① 生徒一人ひとりの生

徒会活動への参加意識

を高め、行事を通して人

間的成長を図る。 

生徒会行事（聖実祭、校内球技大会）で自ら積極的

に取り組んだ生徒の割合が 

 

Ａ ９０％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７０％以上 

Ｄ ７０％未満 

 

評価  Ａ 

 

97％ 

昨年度の評価86％から大きく増加した。48％の生徒が「意欲的にできた」

と回答しており、生徒会行事への積極的参加が向上した。今後も行事を通

して人間的成長を図るために、生徒自らが企画した内容を取り入れるな

ど、生徒が意欲を持って主体的に取り組める行事を検討していきたい。 

② ボランティア活動に

積極的に参加すること

で、奉仕の精神や郷土愛

を育む。 

年間ボランティア活動に、２回以上参加した生徒の

割合が 

 

Ａ ７０％以上 

Ｂ ６０％以上 

Ｃ ５０％以上 

Ｄ ５０％未満 

 

評価   Ｄ 

 

    35％ 

毎年、学年単位での清掃活動としてのボランティア遠足の実施や部活動

単位での様々な地域ボランティア活動に参加している。しかし、生徒は学

校行事や部活動の一部であると捉えている。次年度も引き続き、活動にあ

たり、ボランティアについて意識させ、ボランティアへの理解を深めると

ともに、奉仕の精神や郷土愛をしっかりと育みたい。 

③ いじめや不登校の早期

発見・早期対応に向け、教

員間での情報共有と連携

を図る。 

教職員の情報交換により、問題の未然防止や早期発見

に努めている教員の割合が 

 

Ａ ９５％以上 

Ｂ ８５％以上 

Ｃ ８０％以上 

Ｄ ８０％未満 

 

評価  Ａ 

 

後期  100％ 

 

前期  100％ 

年３回のいじめアンケートに加え、年間５回の教育相談連絡会を開催し

て、教員相互の情報交換により、「いじめと感じた事案」については、迅

速かつ早期に対応できている。次年度も、学校生活全体をとおして、些細

な生徒の変化に目を配り、さらに教員相互の情報交換を密にして、安全安

心な学校運営に取り組んでいく。 

関係者評価委員会の評価 なぜ、ボランティア活動をする必要があるのか、また、清掃活動を通して得られる効果など、きちんと考えさせたうえでの実施をお願いしたい。 

学校関係者評価委員会の評価結

果を踏まえた今後の改善方策 

今までよりも丁寧に、ボランティア活動の目的や意義を生徒に押さえたうえでの実施を進めたい。さらには、生徒の自発的な活動となるように、工夫改善を行っていき 

たい。 

４ 開かれた学校の観点
からホームページやＳ
ＮＳ等を活用し、本校
における特徴的な教育
活動の情報を積極的に
発信する。 

① 学校だより、学校Web
ページ、学校懇談会・見
学会、報道等を活用し、
保護者や地域等への情
報提供を充実させる。 

生徒・保護者・地域等に本校の魅力について理解を

求める活動を行った回数（新聞等に報道提供した回

数）が 

 

Ａ ６回以上 

Ｂ ４回以上 

Ｃ ３回以上 

Ｄ ３回未満 

 

評価  Ａ 

 

  ２１回 

本校でのさまざまな取り組みについて、保護者や地域の方々に知ってい

ただくために年間を通じて報道提供を行った。特色ある学校行事、機械シ

ステム科と情報ビジネス科の独自の取り組みはもちろん、部活動単位での

地域ボランティアへの参加などと、多岐に渡り報道提供した。次年度も、

本校の魅力をさらに校外でアピールするため、積極的に新聞等に報道提供

を行っていく。 

関係者評価委員会の評価 即座に伝えられるツールとして、ＳＮＳ等を活用した効果的な発信を通して、本校の教育内容と魅力を伝えて欲しい。 

学校関係者評価委員会の評価結

果を踏まえた今後の改善方策 
新聞等の報道提供に加えて、ＳＮＳ等を活用した情報発信にも積極的に行い、魅力的な本校の取組を保護者や地域の方々に知っていただけるように進めていきたい。 

 



重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 集計結果％ 分析(成果と課題)及び次年度の扱い(改善策等) 

５ 危機管理意識を

高め、緊急時にも

適切に対応できる

学校組織を構築す

る。 

①  登下校中も含めて、生

徒が安全安心な学校生

活ができるように、教員

間で情報共有と連携を

図る。 

危機管理意識を高め、緊急時にも適切に対応できる学校

組織となっていると感じる教員の割合が 

 

Ａ ８５％以上 

Ｂ ７５％以上 

Ｃ ７０％以上 

Ｄ ７０％未満 

 

評価  Ａ 

 

後期   94％ 

 

前期  100％ 

生徒だけでなく教職員にとっても、安全安心な学校となることは、充実

した教育活動となるために必要不可欠である。今後も、全教職員が危機管

理意識をしっかりと持ち、緊急時にも適切な対応ができるように、日頃か

ら情報共有と連携を密にしていきたい。 

関係者評価委員会の評価 教職員だけでなく、生徒間でのチェック体制を整備して、二重三重で確認を行う危機管理体制も検討して欲しい。 

学校関係者評価委員会の評価結果

を踏まえた今後の改善方策 
さらに危機管理意識を持って、常に適切な対応ができるように、きめ細かな体制整備を進めていきたい。 

６ 教職員のウェル

ビーイングを高め

るために、校務の

効率化・平準化を

実現し、より効果

的な教育活動を 

行う。 

① 時間管理の意識を高

め、日頃から生徒とのコ

ミュニケーションをと

る時間を確保すること

に努める。 

採点業務省力化ソフト等の活用で業務の効率化を意識

し、生徒と向き合う時間を確保するよう努めている教員

の割合が 

 

Ａ ８５％以上 

Ｂ ７５％以上 

Ｃ ７０％以上 

Ｄ ７０％未満 

 

評価  Ｂ 

 

後期  81％ 

 

前期  88％ 

採点業務省力化ソフトの使用率は81％となり増加傾向にある。しかし、

「生徒と向き合う時間を十分確保している」と肯定的に答えた教員の割合

が昨年度の55％から34％と大きく減少した。次年度からも、採点業務省力

化ソフトを積極的に活用していく。また、生成ＡＩ等の活用も促し、学校

全体で業務の効率化を図り、全教員が生徒に向き合えるように時間確保を

行っていきたい。 

② 若手教員とのＯＪＴを

通し、探す無駄、待たされ

る無駄、やり過ぎる無駄

を減らすことに努めると

ともに業務の可視化を進

める。 

次年度へ業務を引き継ぐことを前提に置き、メモやマニュ

アル等を残しながら仕事をしている教員の割合が 

 

Ａ ９５％以上 

Ｂ ８５％以上 

Ｃ ８０％以上 

Ｄ ８０％未満 

 

評価  Ｂ 

 

後期  88％ 

 

前期  85％ 

次年度へ業務引継ぎを念頭に置きながら校務にあたっていると、肯定的

に答えた教員の割合は昨年度の91％から88％に減少した。日々の業務に対

して優先順位を付けて、見通しをもって業務に取り組む体制を学校全体で

整備していきたい。業務がスムーズにはかどれば、生徒と向き合う時間の

確保にも繋がると思われる。 

④  教員１人ひとりの時間

外勤務について実態を把

握するとともに、時間外

勤務を減少させるべく校

務の効率化を行うととも

に、年休の取りやすい職

場環境を構築する。 

時間外勤務月45時間以上の教員の割合が年間で 

 

Ａ ２０％未満 

Ｂ ２５％未満 

Ｃ ３０％未満 

Ｄ ３０％以上 

 

評価  Ｂ 

 

21.6％ 

 

 

 時間外勤務45時間以上の教員の割合は、昨年度の23.3％から21.6％と若

干であるが減少した。しかし、時間外勤務60時間以上の教員の割合は、昨

年度の12.8％から13.0％と増加した。さらに、校務の効率化・平準化を進

め、時間外勤務の多い職員数の減少に取り組んでいきたい。 

関係者評価委員会の評価 教職員のウェルビーイングを高めるために、校務の効率化と平準化をさらに進めて欲しいが、教育の根幹である生徒と向き合う時間は十分に確保して欲しい。 

学校関係者評価委員会の評価結果を

踏まえた今後の改善方策 
校務の効率化と平準化を進めながらも、生徒にとって教育効果の高い活動には十分に力を注ぎながら、さらなる職場環境の改善を進めていきたい。 

 


